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る
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

第
２
点
目
は
、
安
全
で
安
心
な

町
づ
く
り
の
た
め
に
、
防
災
対
策
、

防
火
対
策
、
防
犯
対
策
、
交
通
安

全
対
策
、
武
力
対
策
を
特
命
事
項

と
し
て
包
括
的
に
対
処
す
る
た
め
、

新
た
に
危
機
管
理
室
を
設
置
し
、

「
安
全
・
安
心
」
を
よ
り
強
固
に
す

る
施
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
災
害
時
の
要
援
護
者
対

策
や
自
主
防
災
組
織
の
充
実
に
も

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

第
３
点
目
は
、
少
子
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
と
し
て
、
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
は
、
０
歳
か
ら
就
学
前
の

幼
児
を
対
象
に
、
一
環
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
、
福
祉
子

育
て
課
を
設
置
し
、
幼
保
の
一
体

的
運
営
の
検
討
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ

の
対
応
、
就
学
前
ま
で
の
医
療
費
の

無
料
化
、
児
童
ク
ラ
ブ
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
な
ど
の
各
種
事
業
を
包

括
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。高

齢
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
年

か
ら
75
才
以
上
の
高
齢
者
の
医
療

が
、
老
人
保
健
制
度
か
ら
後
期
高

し
た
。
ま
た
、
地
方
譲
与
税
及
び
地

方
特
例
交
付
金
、
地
方
交
付
税
に

つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
予
算

が
確
保
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
道

路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
の
行
方

に
よ
っ
て
は
、
地
方
道
路
譲
与
税
な

ど
の
収
入
が
、
大
幅
な
減
と
な
る
こ

と
か
ら
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

も
あ
り
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

「
現
下
の
財
政
厳
し
い
中
、
健
全
な

行
財
政
を
維
持
し
、
い
か
に
町
民

皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
の

か
」
を
念
頭
に
置
き
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

第
１
点
目
は
、
選
挙
公
約
で
あ

る
財
政
健
全
化
の
確
保
、
加
え
て

協
力
・
協
働
に
よ
る
効
率
的
で
質
の

高
い
行
政
運
営
を
推
進
す
る
た

め
、
「
明
和
町
再
生
プ
ラ
ン
」
と
施

策
実
現
の
た
め
の
実
施
計
画
を
合

わ
せ
て
策
定
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
そ
の
実
施
計
画
に

基
づ
き
50
の
項
目
に
つ
い
て
着
手
す

町
長
提
案
説
明
か
ら
抜
粋

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
社
会

経
済
情
勢
は
、
加
速
す
る
少
子
高

齢
化
や
高
度
情
報
化
、
地
方
分
権

へ
の
対
応
、
加
え
て
地
域
経
済
の
低

迷
と
地
域
間
で
の
大
き
な
格
差
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
予
算
編
成
で
留
意
す

べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
つ
目
は
、
国
は
「
予
算
編
成
の

基
本
方
針
及
び
経
済
見
通
し
と
経

済
財
政
運
営
の
基
本
的
態
度
」
を

踏
ま
え
、
平
成
20
年
度
の
地
方
財

政
計
画
に
よ
る
規
模
を
83
兆
４
千

億
円
と
し
、
対
前
年
度
比
較
は
７

年
ぶ
り
の
増
額
で
し
た
。
ま
た
、
地

方
交
付
税
も
、
率
に
し
て
１
・
３
F

の
増
、
臨
時
財
源
対
策
債
と
合
わ

せ
る
と
４
１
０
０
億
円
の
増
額
で
２
・

３
F
の
伸
び
と
な
っ
て
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
要
因
は
、
政
府
が

地
方
自
治
体
間
の
税
収
格
差
是
正

策
と
し
て
、
本
年
か
ら
地
方
交
付

税
の
特
別
枠
と
し
て
設
け
た
「
地
方

再
生
対
策
費
」
の
４
０
０
０
億
円
が

盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
こ
の
対
策
費
を
除
く
と
、
伸
び

率
は
マ
イ
Ӕ
ス
に
転
ず
る
と
い
う
も

の
で
、
厳
し
い
現
実
は
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

２
つ
目
に
、
町
の
歳
入
は
、
町
税

で
固
定
資
産
に
係
る
宅
地
化
や
新

築
家
屋
の
増
、
さ
ら
に
、
軽
減
措
置

の
減
少
に
よ
る
負
担
水
準
の
平
準

化
で
、
総
額
21
億
円
を
超
え
る
２
・

２
F
の
増
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま

３
月
21
日
の
第
１
回
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
20
年
度
予
算
案
が
可
決
さ
れ
、
平
成
20
年
度
の
町
の
予
算
が
決

ま
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
さ
ら
に
企
業
会
計
（
水
道
事
業
会
計
）
を
合
わ
せ
た
総
額
は
１
２
３
億
２
０
５
０
万
円

で
、
前
年
度
の
当
初
予
算
額
に
対
し
て
５
・
２
/
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
医
療
制
度
改
革
に
よ
る
老
人
保
健

医
療
事
業
会
計
の
医
療
給
付
費
の
減
、
公
共
下
水
道
事
業
の
管
路
建
設
事
業
費
の
減
な
ど
、
特
別
会
計
の
減
額
が

主
な
要
因
で
す
。

本
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
各
種
施
策
の
実
現
に
向
け
て
、
第
４
次
総
合
計
画
後
期
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り

つ
つ
、
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
精
査
の
上
、
優
先
的
に
予
算
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
「
明
和
町
再
生

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
「
協
力
・
協
働
に
よ
る
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
運
営
」
を
目
指
し
、
総
合
的
な
福
祉
施
策
や
教

育
施
策
、
生
活
関
連
基
盤
整
備
、
環
境
対
策
お
よ
び
農
漁
業
施
策
・
商
工
業
振
興
な
ど
の
推
進
を
図
り
つ
つ
、
事
務

事
業
の
厳
し
い
選
択
を
行
い
、
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。
。
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齢
者
医
療
制
度
に
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
こ
の
新
た
な
制
度
は
、
県
域

で
広
域
連
合
を
設
置
し
て
保
険
医

療
事
務
を
執
行
し
、
町
に
お
い
て

も
、
特
別
会
計
を
設
置
し
対
応
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従

来
の
基
本
健
康
診
査
か
ら
特
定
健

康
診
査
お
よ
び
特
定
保
健
指
導
に

も
、
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。第

４
点
目
は
、
人
件
費
の
総
枠

抑
制
で
す
が
、
昨
年
に
引
き
続
き

職
員
の
給
料
、
諸
手
当
、
職
員
数

を
削
減
し
て
い
ま
す
。
特
別
職
に
つ

い
て
も
、
町
長
の
給
料
を
30
F
、
副

町
長
を
10
F
、
教
育
長
を
３
F
そ

れ
ぞ
れ
カ
ッ
ト
し
、
引
き
続
き
削
減

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

合
わ
せ
、
前
年
度
予
算
と
比
較
す

る
と
、
人
件
費
総
額
で
約
３
１
０
０

万
円
の
削
減
と
な
り
ま
す
。

第
５
点
目
に
、
投
資
的
経
費
で

は
、
苦
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し

た
が
、
町
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
事
業
は
実
施
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
広
域
圏
道
路
の
自

歩
道
設
置
、
公
営
住
宅
建
設
、
下

水
道
整
備
な
ど
可
能
な
限
り
進
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
産

業
、
建
設
関
係
の
町
単
事
業
は
、
こ

れ
以
上
減
額
で
き
な
い
と
の
考
え

で
、
昨
年
並
み
の
事
業
費
を
確
保

し
ま
し
た
。

第
６
点
目
は
、
組
織
機
構
に
つ
い

て
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
り
、

緊
急
か
つ
迅
速
に
対
応
す
べ
き
業

務
を
集
中
的
に
推
進
す
る
た
め

に
、
13
課
２
局
２
室
か
ら
12
課
２
局

２
室
１
セ
ン
タ
ー
へ
組
織
を
見
直
し

ま
し
た
。
特
に
、
来
庁
さ
れ
る
町
民

の
皆
さ
ま
に
配
慮
し
、
庁
舎
１
階
の

フ
ロ
ア
ー
で
、
役
場
の
用
件
が
極
力

済
む
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
課

や
係
間
の
横
の
連
携
が
取
れ
る
こ

と
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
さ
ら
に
図

れ
る
組
織
体
制
と
し
ま
し
た
。

第
７
点
目
は
、
本
年
は
町
制
施

行
50
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま

す
。
先
人
の
皆
さ
ま
の
心
血
を
注
い

だ
ま
ち
づ
く
り
の
お
か
げ
で
、
明
和

町
も
福
祉
や
教
育
、生
活
環
境
が
充

実
し
た
町
に
育
ち
ま
し
た
。

こ
の
記
念
の
町
制
50
周
年
を
、

町
民
の
皆
さ
ん
で
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
、
各
種
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

明
和
町
再
生
プ
ラ
ン
関
係
で
、

本
年
度
実
施
す
る
主
な
も
の
で
す
。

①
町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
対
策
と
し

て
、
試
行
で
取
り
組
み
始
め
た
、

日
曜
開
庁
の
実
施

②
柔
軟
で
機
動
的
か
つ
効
率
的
な

行
政
推
進
を
図
る
た
め
、
新
た

な
組
織
機
構
で
の
行
政
運
営

③
計
画
的
な
財
政
運
営
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
施
設

整
備
に
備
え
た
教
育
、
福
祉
施

設
建
設
基
金
へ
の
積
み
立
て

④
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
乳

幼
児
医
療
費
の
助
成
範
囲
の
拡

大
、
妊
婦
一
般
検
診
の
回
数
の

増
加
。
幼
保
の
一
体
的
運
営
は
、

引
き
続
き
見
直
し
検
討
の
予

定
。
み
ど
り
保
育
所
の
園
舎
は
、

設
計
が
完
了
予
定
で
、
早
い
時

期
に
園
舎
増
築
に
着
手

⑤
高
齢
者
対
策
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
１
人
で
も

多
く
の
高
齢
者
に
受
け
て
い
た
だ

く
た
め
、
倍
額
補
助
の
実
施

⑥
公
共
工
事
の
適
正
化
と
コ
ス
ト
削

減
を
図
る
た
め
、
町
道
整
備
の

あ
り
方
、
維
持
管
理
の
あ
り
方
、

採
択
基
準
な
ど
も
含
め
た
根
本

的
な
見
直
し
。
ま
た
、
入
札
制
度

に
つ
い
て
は
、
昨
年
一
部
で
一
般

競
争
入
札
お
よ
び
総
合
評
価
落

札
方
式
を
導
入
し
ま
し
た
が
、

本
年
は
、
各
法
令
を
踏
ま
え
制

度
を
充
実
し
、
入
札
事
務
で
入

札
参
加
資
格
審
査
を
共
同
化
し

簡
素
化
を
推
進

⑦
自
主
防
災
組
織
の
育
成
で
、
町

民
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
モ
デ
ル

に
な
る
組
織
・
地
区
を
指
定

⑧
町
の
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、

広
報
・
広
聴
を
抜
本
的
に
見
直

し
、
よ
り
充
実
し
た
新
た
な
展
開

の
実
施

⑨
医
療
制
度
改
革
に
伴
い
、
各
種

施
策
が
医
療
か
ら
予
防
に
シ
フ

ト
さ
れ
る
た
め
、
本
年
か
ら
新

設
さ
れ
る
特
定
健
康
診
査
・
特

定
保
健
指
導
と
介
護
保
険
事

業
、
老
人
保
健
事
業
を
包
括
的

に
実
施

⑩
総
合
体
育
館
の
管
理
運
営
を
、

指
定
管
理
者
に
移
行

⑪
商
工
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
商

工
会
補
助
の
内
容
は
人
件
費
補

助
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
商
工
振

興
補
助
と
し
た
内
容
で
、
新
た

な
活
動
に
対
す
る
補
助

⑫
農
地
転
用
許
可
事
務
の
迅
速
化

で
、
県
か
ら
本
年
、
農
地
転
用
許

可
事
務
の
権
限
移
譲
を
受
け
た

こ
と
に
よ
る
、
許
認
可
事
務
の
迅

速
化

⑬
人
材
育
成
の
強
化
で
、
職
員
の

資
質
の
向
上
、
能
力
開
発
を
明

確
に
す
る
た
め
、
人
材
育
成
基

本
方
針
を
策
定

⑭
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
構

想
に
よ
る
、
土
地
利
用
計
画
の

再
構
築
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道路新設改良 78,208千円

地方道路交付金事業（前野・川尻線自歩道整備）204,500千円

★公共物境界明示システム導入 3,000千円

木造住宅耐震化助成事業 3,404千円

公営住宅整備事業（第四期） 211,425千円

公共下水道事業管路建設 99,250千円

★防災パンフレット作成 893千円　

宮川流域下水道事業負担金 41,516千円

★農業集落排水事業（上御糸・下御糸地区） 361,789千円

★施設改修事業費（機能強化対策） 8,680千円

知性と感性をはぐくむ教育と歴史と文化のまち

家庭教育子育て支援推進事業 1,002千円

外国青年招致事業 5,592千円

非常勤講師配置 6,930千円

放課後子どもプラン事業 3,856千円　　

生涯学習事業 2,464千円

ふるさと会館管理運営業務委託 19,950千円

斎宮跡土地公有化事業 34,507千円

体験学習施設等管理運営業務委託 17,399千円

★幹線排水路現況調査業務委託 1,000千円

＜小学校＞

学習支援員配置 13,073千円

総合的な学習推進事業 1,600千円

学校図書館業務委託 1,780千円

＜中学校＞

体育館耐震補強計画および補強工事設計業務委託

3,700千円

総合的な学習推進事業 190千円

いきいき体験事業 246千円

学校図書館業務委託 2,400千円

新しい時代に対応した町政の運営

住民基本台帳ネットワークシステム 2,424千円

自主運行バス事業 23,136千円

三重地方税管理回収機構負担金 3,775千円

総合行政システム 48,856千円

★町制50周年記念事業 10,000千円

★コンビニ収納システム 2,794千円

★事業所設置奨励金 3,044千円

62億4,200万円の内訳

★印は新規事業です。

M
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やすらぎと憩いに満ちた福祉と健康のまち

明和の里施設管理運営業務委託 2,500千円

社会福祉協議会補助 19,410千円

重度心身障害者・高齢者タクシー助成 1,000千円

障害者生活支援事業委託 4,500千円

放課後児童対策事業 9,252千円

特定不妊治療費助成 200千円

保健福祉センター費 5,026千円

次世代育成支援対策事業 4,864千円

★敬老福祉事業 1,500千円

担い手センター耐震補強実施設計業務委託 1,000千円

★総合体育館施設管理運営業務委託 26,000千円

★総合体育館テニスコート改修工事 3,000千円

★総合体育館柔道場畳取替 5,000千円

人権を大切にする心のかよったふれあいのまち

ふれあいプラザ管理 2,182千円

人権啓発事業 1,595千円

人権センター運営 17,813千円

教育集会所事業 2,753千円

人権教育推進市町村事業 1,073千円

市民活動支援事業委託 1,800千円

活力と発想と潤いに満ちた産業のまち

産地づくり推進事業交付金 3,000千円

水田土地利用活性化支援事業 5,000千円

産地づくり対策本体部分協議会助成 16,000千円

農道舗装 6,000千円

幹線排水路浚渫（しゅんせつ）・整備工事 8,500千円

県営湛水防除事業負担金 18,000千円

県営広域農道整備事業負担金 1,650千円

新農業水利システム保全対策事業 28,475千円

下御糸漁港地域水産物供給基盤整備事業 54,475千円

水産振興対策 1,946千円

自然と調和したみどり豊かな環境のまち

家庭用新エネルギー普及支援事業 1,490千円

不法投棄物撤去処理業務委託 1,100千円

合併処理浄化槽設置整備事業補助 40,040千円

ごみ減量化対策 13,309千円

公害対策 5,070千円

★低公害車の導入 4,029千円

松くい虫防除事業 527千円

緑化事業 1,076千円

道路橋りょう維持 52,582千円

【 用語の解説 】

【自主財源と依存財源】

自主財源とは、町税や使用料・手数

料、寄附金など、町が自主的に収入する

財源。町の自主財源の割合は、ここ数年

40％前後で推移している。

依存財源は、国や県の意思決定に基

づき収入されるもので、主なものは、地方

交付税・国庫支出金・地方債など。

【町債と公債費】

町の借金を「町債」、返すお金を「公債

費」と呼んでいる。大規模な公共施設を

建設するときには、一度に多額の事業費

が必要なため、借金をする。

また、幾世代にもわたって利益が及ぶ

公共施設などは、建設時に限らず、将来

的にもその費用を公平に負担してもらう

観点から、町債を財源とする。

【投資的経費と消費的経費】

投資的経費とは、支出が資本形成に

向けられるもので、普通建設事業費が代

特特集集
広報めいわ ４月号平成20年

(2008年)

平成20年度 一般会計予算

表的なもの。

消費的経費は、経費支出の効果が極

めて短期間で終わるもので、人件費や物

件費など。

第４次明和町総合計画の施策大綱を基本にした本年度の主要事業

M
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２
月
18
日
、
町
総
合
体
育
館
で

「
ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
大
会
」
が
開
か
れ
、

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
合
わ

せ
て
２
３
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

町老人クラブ連合会の
クロリティー大会

団体戦は上御糸地区が優勝

「うまく入るかな？」クロリティー大会の様子

６
月
７
・
８
日
に
開
催
さ
れ
る

「
第
26
回
斎
王
ま
つ
り
」
の
第
24
代

斎
王
役
配
役
選
考
会
が
、
３
月
９

日
、
町
中
央
公
民
館
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

書
類
選
考
を
通
過
し
た
県
内
外

の
24
人
か
ら
、
斎
王
に
選
ば
れ
た
の

は
、
伊
勢
市
の
曽
根
理
都
子
さ
ん
。

結
果
発
表
の
後
、
十
二
単
（
ひ
と

え
）
を
着
て
、
第
23
代
斎
王
の
安
田

有
希
さ
ん
か
ら
桧
扇
（
ひ
お
う
ぎ
）

を
伝
達
さ
れ
た
曽
根
さ
ん
は
「
地

域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ

て
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に
残
る
、
美
し

い
斎
王
を
演
じ
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
選
考
会
に

先
立
ち
、
２
月
24
日
に
子

ど
も
斎
王
に
選
ば
れ
た
小

学
校
４
年
生
の
福
井
あ
ゆ

み
さ
ん
（
松
阪
市
）
も
、
新

し
い
斎
王
と
一
緒
に
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
斎
王
役
の

ほ
か
、
女
別
当
（
に
ょ
べ
っ

と
う
）
や
内
侍
（
な
い
し
）

な
ど
、
す
べ
て
の
配
役
も

選
考
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら
、
子
ど
も
斎
王
の
福
井
さ
ん
、
第
24
代
斎

王
の
曽
根
さ
ん
、
第
23
代
斎
王
の
安
田
さ
ん

斎
王
ま
つ
り
配
役
選
考
会

第
24
代
斎
王
に
伊
勢
市
の
曽
根
さ
ん

子
ど
も
斎
王
は
松
阪
市
の
福
井
さ
ん

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
実
施

さ
れ
た
「
春
の
全
国
火
災
予
防
運

動
」
の
一
環
と
し
て
、
町
消
防
団
と

明
和
消
防
署
が
３
月
２
日
、
町
総

合
体
育
館
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
、
24
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
運
動
期
間
中
の
日

曜
日
に
多
く
の
人
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
、
運
動
を
盛
り
上
げ
て
、
火
災
予

防
の
普
及
を
図
ろ
う
と
開
か
れ
ま

し
た
。

会
場
で
は
、
設
置
が
義
務
化
さ

れ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
展
示

コ
ー
Ӕ
ー
も
設
け
ら
れ
、
大
会
を
運

営
す
る
消
防
団
員
や
消
防
署
員

が
、
火
災
予
防
の
啓
発
に
努
め
て
い

ま
し
た
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
展
示
コ
ー
Ӕ
ー
も

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
健
康
と
体
力
の
推
進
・
維
持
を
図

り
、
参
加
者
相
互
の
親
ぼ
く
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

「
ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
」
と
は
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

の
一
種
で
、
点
数
を
競
い
合
う
輪
投

げ
ゲ
ー
ム
で
す
。

第
１
回
戦
は
、
各
地
区
に
分
か

れ
て
の
個
人
戦
。
こ
の
後
、
上
位
10

人
の
地
区
代
表
の
皆
さ
ん
に
よ
る

団
体
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
体
戦
の
結
果
、
上
御
糸
地
区

が
優
勝
し
ま
し
た
。

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
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ままちちのの話話題題
広報めいわ　 ４月号平成20年

(2008年)

３
月
４
日
、
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
明

和
店
か
ら
町
教
育
委
員
会
に
、
５

万
円
分
の
図
書
券
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
同
店
は
例
年
、
公
共
の

図
書
館
な
ど
に
図
書
券
を
寄
贈
し

て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
「
明
和
町
の
学
校
の
図

書
室
た
め
に
」
と
、
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム

明
和
店
の
方
か
ら
、
町
の
西
岡
教

育
長
に
図
書
券
が
手
渡
さ
れ
ま
し

３
月
２
日
、
斎
宮
歴
史
博
物
館

南
側
の
梅
林
周
辺
で
、
斎
宮
跡
観

光
協
議
会
主
催
の
「
第
４
回
い
つ
き

の
み
や
梅
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
、
見
ご

ろ
を
迎
え
た
梅
の
花
と
共
に
ま
つ
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
町
特

産
品
の
販
売
や
野
点
（
の
だ
て
）
、
梅

の
種
飛
ば
し
大
会
な
ど
、
多
彩
な

催
し
物
が
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
た
く

３
月
16
日
、
津
市
の
県
庁
前
か

ら
伊
勢
市
の
県
営
総
合
陸
上
競
技

場
ま
で
、
10
区
間
、
４
２
・
１
９
５
>

を
コ
ー
ス
に
「
美
（
う
ま
）
し
国
三
重

市
町
対
抗
駅
伝
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

駅
伝
に
は
、
県
内
の
全
29
市
町
の

チ
ー
ム
が
参
加
。
明
和
町
か
ら
も
、

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
10
人
の
代

表
選
手
が
出
場
し
、
結
果
、
出
場

29
チ
ー
ム
中
19
位
、
町
の
部
で
は
15

チ
ー
ム
中
８
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
駅
伝
に
先
立
ち
、
２

月
27
日
の
夜
に
は
、
町
総
合
体
育

館
で
「
明
和
町
選
手
団
壮
行
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

明
和
町
選
手
団
の
皆
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

選
手
団
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

(

敬
称
略
）

監
督
＝
山
口
勝
司
（
斎
宮
）
、
コ

ー
チ
＝
福
井
健
二
（
斎
宮
）
、
１
区

（
小
学
生
女
子
）
＝
寺
家
瑞
稀
（
志

貴
）
・
前
田
悠
菜
（
佐
田
）
、
２
区
＝

（
小
学
生
男
子
）
＝
乾
　
颯
人
（
明

星
）
・
下
村
総
大
（
明
星
）
、
３
区
（
20

歳
以
上
女
子
）
＝
島
真
奈
美
（
金
剛

坂
）
・
中
村
朱
李
（
上
村
）
、
４
区
（
40

歳
以
上
男
子
）
＝
福
井
健
二
（
斎

明和町選手団の皆さん（２月27日の壮行会で）

美（うま）し国 三重市町対抗駅伝

明和町チーム 町の部で８位と健闘

梅
の
種
飛
ば
し
大
会
な
ど
多
彩
な
催
し

好
天
に
恵
ま
れ
て

第
４
回
い
つ
き
の
み
や
梅
ま
つ
り

さ
ん
の
人
出
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
こ
の
梅
ま
つ
り
を
題
材
に

し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
は
、
出

品
す
る
た
め
の
作
品
を
撮
影
し
よ

う
と
、
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た
多
く
の

人
が
、
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て

い
ま
し
た
。

梅
の
種
飛
ば
し
大
会

た
。寄

贈
い
た
だ
い
た
図
書
券
は
、
町

の
学
校
長
会
で
の
話
し
合
い
の
結

果
、
明
和
中
学
校
図
書
室
で
の
図

書
の
購
入
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム

明
和
店
か
ら

図
書
券
の
寄
贈

教
育
長
に
図
書
券
を
手
渡
す
カ
イ
ン
ズ
ホ

ー
ム
の
方

宮
）
・
柴
原
清
和
（
明
星
）
、
５
区
（
中

学
生
男
子
）
＝
森
　
博
信
（
明
星
）
・

東
谷
暁
人
（
蓑
村
）
、
６
区
（
ジ
ュ
ニ
ア

男
子
）
＝
丸
山
和
志
（
前
野
）
・
加
藤

直
輝
（
斎
宮
）
、
７
区
（
一
般
女

子
）
＝
中
世
古
麻
妃
（
大
淀
甲
）
・
山

路
実
咲
（
前
野
）
、
８
区
（
中
学
校
女

子
）
＝
福
井
友
梨
（
斎
宮
）
・
山
本
香

織
（
佐
田
）
、
９
区
（
ジ
ュ
ニ
ア
女

子
）
＝
太
田
朱
音
（
明
星
）
・
伊
藤
舞

香
（
志
貴
）
、
10
区
（
20
歳
以
上
男

子
）
＝
小
林
輝
久
（上
村
）・淺
沼
洋

也
（八
木
戸
）
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※
課
・
室
等
（
係
）
電
話
番
号
＝
主

な
所
管
事
務
・
事
業

■
総
務
課
（
総
務
係
、
財
政
係
、
情

報
係
）
H
52
・
７
１
１
１
＝
議
会

お
よ
び
一
般
行
政
事
務
、
人

事
、
給
与
、
服
務
等
、
秘
書
、
選

挙
、
公
印
の
管
守
、
文
書
、
情
報

公
開
、
財
政
の
運
営
お
よ
び
財

産
の
管
理
、
広
報
広
聴
、
各
種

統
計

■
危
機
管
理
室
（
危
機
管
理
係
）H

52
・
７
１
１
０
＝
消
防
、
防
災
お

よ
び
交
通
安
全

■
政
策
課
（
政
策
係
）H
52
・
７
１
１

２
＝
行
政
運
営
の
総
合
企
画
お

よ
び
調
整
、
都
市
計
画
、
市
町

村
合
併
、
行
財
政
改
革
の
推
進

■
税
務
課
（
住
民
税
係
、
固
定
資

産
税
係
）
H
52
・
７
１
１
３
＝
税

制
、
町
税
お
よ
び
県
民
税
な
ら

び
に
国
民
健
康
保
険
税
の
賦

課
、
介
護
保
険
料
の
賦
課
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
賦
課

関
係

■
収
税
対
策
室
（
収
税
対
策
係
）H

52
・
７
１
４
３
＝
納
税
奨
励
、
町

税
お
よ
び
県
民
税
な
ら
び
に
国

民
健
康
保
険
税
の
徴
収
、
介
護

保
険
料
の
徴
収
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
徴
収
、
町
税
等

の
滞
納

■
生
活
環
境
課
（
戸
籍
住
民
係
、

環
境
係
）H
52
・
７
１
１
４
、
52
・

７
１
１
７
＝
戸
籍
お
よ
び
住
民
基

本
台
帳
、
生
活
環
境
、
環
境
整

備
■
福
祉
子
育
て
課
（
福
祉
係
、
子
育

て
係
）
H
52
・
７
１
１
５
＝
社
会

福
祉
お
よ
び
医
療
福
祉
、
子
育

て
支
援

■
長
寿
健
康
課
（
保
険
年
金
係
、

高
齢
者
福
祉
係
、
健
康
推
進

係
）H
52
・
７
１
１
６
（
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
・
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

H
52
・
７
１
２
７
）
＝
国

民
健
康
保
険
事
業
、
国
民
年

金
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
老
人

保
健
、
介
護
保
険
事
業
、
高
齢

者
福
祉
、
保
健
衛
生

■
人
権
セ
ン
タ
ー
（
人
権
啓
発
推
進

係
）H
55
・
３
０
５
２
＝
人
権
、
男

女
共
同
参
画
、
人
権
セ
ン
タ
ー

■
産
業
課
（
農
政
係
、
基
盤
整
備

係
、
企
業
誘
致
商
工
観
光
係
）

H

52
・
７
１
１
８
、
52
・
７
１
３

８
＝
農
林
水
産
業
の
振
興
奨

励
、
農
林
水
産
業
振
興
整
備
計

画
、
緑
化
事
業
の
推
進
、
農
林

水
産
業
基
盤
整
備
、
商
工
業
の

振
興
奨
励
、
企
業
誘
致
、
雇
用

対
策
お
よ
び
労
働
行
政
、
観
光

■
建
設
課
（
開
発
住
宅
係
、
工
務

係
）H
52
・
７
１
１
９
＝
道
路
・
橋

り
ょ
う
お
よ
び
河
川
、
町
営
住

宅
、
開
発

■
斎
宮
跡
課
（
文
化
財
係
）H
52
・

７
１
２
６
＝
文
化
財
の
保
護
・
保

存
お
よ
び
活
用
、
い
つ
き
の
み
や

歴
史
体
験
館
の
管
理

■
会
計
課
（
会
計
係
）H
52
・
７
１
２

１
＝
金
銭
出
納
、
物
品
の
保
管

出
納

■
上
下
水
道
課
（
上
水
道
係
、
下

水
道
係
）
H
52
・
７
１
２
０
＝
上

水
道
、
下
水
道

■
教
育
課
（
学
校
教
育
係
、
教
育

支
援
係
、
生
涯
学
習
係
）H
52
・

町
の
組
織
・
機
構
の
変
更

平
成
20
年
４
月
か
ら

12
課
・
２
室
・
２
局
・
１
セ
ン
タ
ー
に

危
機
管
理
室
・
収
税
対
策
室
・
長
寿
健
康
課
の
新
設
な
ど

町
で
は
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、
次
の
と
お
り
組
織
・
機
構
を
変
更
し

ま
す
。

従
来
の
課
・
係
の
統
合
や
危
機
管
理
室
・
収
税
対
策
室
・
長
寿
健
康
課
の

新
設
な
ど
に
よ
っ
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
12
課
・
２
室
・
２
局
・
１
セ
ン
タ
ー
で

町
政
を
運
営
し
ま
す
。

各
種
事
務
・
事
業
の
所
管
担
当
や
電
話
番
号
の
変
更
な
ど
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
の
組
織
・
機
構
の
変
更
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
総
務
課
総
務
係
（H
52
・
７

１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
１
２
３
、
52
・
７
１
２
４
＝
学
校

教
育
、
人
権
教
育
、
生
涯
教
育
、

社
会
教
育
・
社
会
体
育
事
業
の

推
進

■
議
会
事
務
局
（
庶
務
議
事
係
）H

52
・
７
１
２
２
＝
議
会
、
監
査

■
農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
地
係
）

H
52
・
７
１
４
９
＝
農
地
、
農
業

委
員
会

４月の日曜（窓口）開庁予定日

６・13・20・27日の各日曜日
町では、３月から「日曜（窓口）開庁」を試行実施しています。

日曜（窓口）開庁では、住民票・戸籍など各種証明書の発行や各種申請

書の受付事務などを行っています。

■４月の日曜（窓口）開庁予定日 ６日、13日、20日、27日（各日曜日）

■開庁時間 午前８時30分から午後５時15分まで

※正午から午後１時までの間は、窓口を閉じさせていただきます。ご了承くだ

さい。

※なお、組織・機構の変更に伴い、

窓口を開く課・取り扱い事務の担当

課が変わります。変更する内容につ

いては、別途各世帯にお配りする日

曜（窓口）開庁取り扱い事務チラシで、

事前にご確認ください。

※詳しくは、政策課（]52・7112）へ

お問い合わせください。
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平
成
19
年
度

各
会
計
の
補
正

可
決
さ
れ
た
平
成
19
年
度
明
和

町
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
・
水
道

事
業
会
計
の
補
正
予
算
議
案
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
一
般
会
計

７
８
２
万
５
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
67
億
３
２
０

０
万
円
と
し
ま
し
た
。

■
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計

１
６
５
万
３
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
４
億
９
１
２
８
万
２
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

１

億
３
８
２
６
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
23
億
85
万
２
千
円
と
し
ま

し
た
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

１

99

６
７
２
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
３
０
５
９
万
２
千
円
と
し
ま

し
た
。

■
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

３
２
３
２
万
２
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
17
億
９
１
２
８
万
９
千
円

と
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

５
９
５
万
６
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
３
億
５
１
５
０
万
円
と
し
ま

し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

１
億
１

８
８
１
万
４
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
14
億
７
０
９
４
万
１
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入

（
営
業
収
益
な
ど
）
に
お
い
て
３
７

７
万
６
千
円
を
減
額
し
、
３
億
６

５
９
９
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

収
益
的
支
出
（
営
業
費
用
な
ど
）

に
お
い
て
１
７
７
万
６
千
円
を
減

額
し
、
３
億
７
５
９
９
万
１
千
円

と
し
ま
し
た
。
資
本
的
収
入
（
他

会
計
補
助
金
な
ど
）
に
お
い
て
１

３
５
万
８
千
円
を
減
額
し
、
８
１

０
１
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。
資

本
的
支
出
（
建
設
改
良
費
）
に
お

い
て
１
８
３
万
５
千
円
を
減
額

し
、
１
億
７
７
２
１
万
１
千
円
と

し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
案
件

そ
の
ほ
か
、
可
決
さ
れ
た
諮
問
・

各
議
案
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

諮

問

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
（
田
中

紀
正
さ
ん
＝
有
爾
中
）
の
推
薦

に
つ
い
て

議

案

■
課
設
置
条
例
の
全
部
を
改
正
す

る
条
例

※
平
成
20
年
４
月
か
ら
の
組
織
・
機

構
の
変
更
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
本

紙
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

■
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
加
及
び
三
重
県
市
町
公
平
委

員
会
共
同
設
置
規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

■
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に

つ
い
て

■
特
別
会
計
条
例
の
制
定

■
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

■
総
合
体
育
館
等
体
育
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

■
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
及
び

旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及

び
勤
務
時
間
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
制
定

平
成
20
年
第
１
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
７
日
か
ら
21
日
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

の
各
予
算
議
案
の
ほ
か
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
や
平
成
19
年
度
各
会
計

の
補
正
予
算
議
案
な
ど
を
審
議
し
、
34
案
件
（
諮
問
１
件
、
議
案
33
件
）
に
つ

い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※
平
成
20
年
度
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
紙
２
～
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

平
成
20
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会

平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

34
案
件
を
審
議

町の体育施設が民営（公設）に
４月から町体育協会が管理・運営

４月１日から、町総合体育館など、次の町の体育施設につい

て、民間の指定管理者による管理・運営となりました。

■施設の名称　明和町総合体育館、明和町総合グラウンド、明

和町テニスコート、明和町担い手センター

■指定管理者となった団体等の名称など

①所在地＝明和町大字坂本

1216-1

②名称＝明和町体育協会

③代表者名＝森　弘明

④指定管理の期間＝平成20年４

月１日～平成23年３月31日

⑤指定管理者が行う業務＝上記

体育施設の管理・運営、施設・設備などの使用などの許可、 使

用料などの徴収、スポーツ振興事業やスポーツ大会の運営、ス

ポーツ情報の提供、スポーツ団体などとの調整、体育施設に附

帯する施設の管理・運営など

町総合体育館
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国

民

健

康

保

険

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
町
が
行
っ
て
き
た
「
基
本
健
康
診
査
」
は
、
各
医
療
保
険
者
（
国
民
健
康
保
険

や
後
期
高
齢
者
医
療
、
各
健
康
保
険
組
合
・
共
済
組
合
な
ど
）
が
実
施
す
る
「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
」
に
変
わ
り
ま
す
。

町
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
平
成
24
年
度
に
お
け
る
健
診
受
診
率
65
精
・
保
健
指
導
実
施
率
45
精
、
そ
し
て

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
該
当
者
・
予
備
群
の
減
少
率
10
精
を
目
指
し
て
、
各
種
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、
こ
の
新
し
い
健
診
・
保
健
指
導
を
積
極
的
に
利
用
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生

活
・
適
度
な
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
康
診
査
と
は

■
対
象
者

町
在
住
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
で
、
40
歳
～
74
歳

の
人
。
対
象
者
に
は
、
受
診
券
・

受
診
案
内
を
送
付

■
実
施
場
所

県
内
い
ず
れ
の
医

療
機
関
で
も
受
診
可
能
。
被
保

険
者
証
・
受
診
券
を
持
参

■
費
用

受
診
者
が
一
部
負
担
あ

り
■
項
目

基
本
項
目
＝
質
問
票
・

身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・
診
察
・

検
尿
・
血
液
検
査
、
詳
細
項
目

（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場

合
）
＝
心
電
図
・
眼
底
検
査
・
貧

血
検
査

特
定
保
健
指
導
と
は

特
定
健
康
診
査
の
結
果
か
ら
、

基
準
値
を
超
え
た
人
に
対
し
て
、

保
健
師
な
ど
に
よ
る
集
団
・
個
別

指
導
を
実
施
し
ま
す
。

保
健
指
導
で
は
、
情
報
提
供
・
動

機
付
け
支
援
・
積
極
的
支
援
の
３
つ

に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
あ
っ

た
指
導
を
提
供
し
ま
す
。

■
情
報
提
供

受
診
者
全
員
を
対

象
に
、
年
に
１
回
、
健
診
結
果
と

必
要
情
報
を
提
供

■
動
機
付
け
支
援

健
診
結
果
を

基
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
や
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
知

識
や
、
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
、

生
活
習
慣
改
善
に
必
要
な
情
報

な
ど
を
提
供
（
個
人
ま
た
は
集

団
支
援
）

■
積
極
的
支
援

動
機
付
け
支
援

に
加
え
、
よ
り
細
や
か
な
内
容

を
、
３
か
月
以
上
に
わ
た
っ
て
継

続
的
に
支
援

※
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
長
寿
健
康
課
（H
52
・
７
１

１
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

制
度
の
一
部
見
直
し

保
険
税
算
定
方
法
の
変
更
な
ど

療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
す
。

１
年
間
（
毎
年
８
月
１
日
か
ら
７

月
31
日
ま
で
）
の
医
療
費
の
自
己
負

担
額
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
各

自
己
負
担
額
を
合
算
し
た
額
が
、

一
定
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合

は
、
超
過
額
が
「
高
額
介
護
合
算
療

養
費
」
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
20
年
度
は
経
過

措
置
が
あ
り
ま
す
。

保
険
税
算
定
方
法
の
変
更

後
期
高
齢
者

支
援
金
等
分
を
合
算

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
税
の
算
定
上
、
従
来
の
医

療
分
に
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

分
」
が
合
算
さ
れ
ま
す
。

保
険
税
算
定
上
の
内
訳
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

①
40
歳
未
満
の
人
＝
医
療
分
と
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
分
を
合
算

②
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
（
介

護

保

険

の
第

２
号

被

保

険

者
）
＝
医
療
分
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
分
と
介
護
納
付
金
分

を
合
算

③
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
（
介

護

保

険

の
第

２
号

被

保

険

者
）
＝
医
療
分
と
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
分
を
合
算

※
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
長
寿
健
康
課
（
H
52
・
７
１
１

６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
の
変
更
な
ど
、

制
度
の
一
部
が
見
直
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
制
度
の
創
設

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
高
額
医



1111

通院の助成期間を

小学校就学前まで拡大

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、
乳

幼
児
医
療
費
の
「
通
院
」
の
助
成
期

間
を
拡
大
し
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
は
、

町
内
の
乳
幼
児
が
医
療
機
関
で
診

療
を
受
け
た
と
き
、

支
払
っ
た
医
療
費
の

保
険
適
用
全
額
相

当
が
、
後
日
助
成
さ

れ
る
制
度
で
す
。

こ
の
た
び
の
改
正

で
、
そ
の
対
象
と
な

る
助
成
期
間
を
、
通

院
に
つ
い
て
も
「
０
歳

か
ら
小
学
校
就
学
前

（
６
歳
の
誕
生
日
以

降
最
初
の
３
月
31

日
）
ま
で
」
に
拡
大
し

ま
す
。

改
正
に
伴
い
、
新

た
に
助
成
対
象
と
な

る
乳
幼
児
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
は
、
受
給
資
格
認
定
申

請
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。該

当
が
見
込
ま
れ
る
人
に
は
、

福
祉
子
育
て
課
か
ら
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
乳
幼
児
の
保
護
者
の
前

年
所
得
が
、
次
の
額
を
超
え
る
場

合
は
、
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

■
前
年
所
得
制
限
限
度
額
（
扶
養

親
族
等
＝
保
護
者
所
得
額
、
老

人
扶
養
者
１
人
に
つ
き
６
万
円

加
算
）

０
人
＝
５
３
２
万
円
、
１
人
＝
５

７
０
万
円
、
２
人
＝
６
０
８
万

円
、
３
人
＝
６
４
６
万
円
、
４

人
＝
６
８
４
万
円
、
５
人
＝
７
２

２
万
円

※
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
際

に
は
、
健
康
保
険
証
と
受
給
資
格

証
の
提
示
が
必
要
で
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、
福
祉
子
育

て
課
（H
52
・
７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳幼児医療費介
護
保
険
　
65
歳
以
上
被
保
険
者
の
保
険
料

平
成
20
年
度
も
激
変
緩
和
措
置
を
延
長

平
成
17
年
度
の
関
係
税
制
改
正

に
伴
な
い
、
介
護
保
険
被
保
険
者

の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号

被
保
険
者
）
で
保
険
料
が
大
幅
に

上
昇
す
る
人
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
、
平
成
18
～

19
年
度
に
保
険
料
の
激
変
緩
和
措

置
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
激
変
緩
和
措
置
を
、
平
成

20
年
度
も
引
き
続
き
延
長
実
施
し

ま
す
。
措
置
の
対
象
者
は
、
主
に
、

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人
で

す
。

①
平
成
19
年
の
合
計
所
得
金
額

（
地
方
税
法
第
２
９
２
条
第
１
項

第
13
号
に
規
定
す
る
合
計
所

得
）
が
１
２
５
万
円
以
下

②
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
で
年

齢
が
65
歳
以
上

※
措
置
対
象
要
件
の
詳
細
な
ど
、

そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、
税
務
課
（H

52
・
７
１
１
３
）
へ
。

町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
役
場
庁
舎
・

ふ
る
さ
と
会
館
な
ど
に
「
拡
大
読
書

器
」
や
「
音
声
・
拡
大
読
書
器
」
な
ど

を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
機
器
は
、
視
覚
・
聴
覚

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の
情
報
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
い
っ
そ
う
促
進
し
よ
う

と
、
国
の
「
視
覚
障
害
者
等
情
報
支

援
緊
急
基
盤
整
備
事
業
」
補
助
を

受
け
て
整
備
し
た
も
の
で
す
。

例
え
ば
「
拡
大
読
書
器
」
は
、
書

物
や
新
聞
な
ど
を
モ
ニ
タ
ー
に
拡

大
表
示
で
き
、
必
要
に
応
じ
て
白

黒
反
転
す
る
機
能
な
ど
を
備
え
て

い
ま
す
。

町
の
各
施
設
に
設
置
し
た
機
器

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
役
場
福
祉
子
育
て
課

拡
大
読

書
器
、
活
字
文
書
読
み
上
げ
装

置
、
点
字
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー

■
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

拡
大
読

書
器
、
点
字
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー

■
ふ
る
さ
と
会
館
（
図
書
館
）
拡

大
読
書
器
、
音
声
・
拡
大
読
書

器
◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
福
祉
子
育
て
課
（H

52
・
７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

役場・ふるさと会館などに

視覚・聴覚障がい者の皆さんの

情報バリアフリー機器を設置

くくららしし
広報めいわ ４月号平成20年

(2008年)

ふるさと会館に設置した情報バリアフリー機器
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くくららしし
広報めいわ　 ４月号平成20年

(2008年)

農農業業集集落落排排水水事事業業（（上上御御糸糸・・下下御御糸糸地地区区））

平平成成2200年年度度かからら６６年年間間でで整整備備・・推推進進

上御糸・下御糸地区の21自治会で

農業集落排水事業（上御糸・下御糸地区）が、関係自治会の皆さんの事業同

意を得て、平成20年度から25年度までの６年間の事業計画で、国補助の採択を

受けました（平成20年４月１日付け。農業集落排水資源循環統合補助事業）。

町では、採択区域の平成26年４月１日供用開始を目指して、事業を推進しま

す。関係者皆さんのご理解とご協力を、よろしくお願いします。

農業集落排水事業（上御糸・下御糸地区）の採択区域に関係する自治会は、

次の21自治会です。

■上御糸地区＝坂本、中海、馬之上、算所、花菖蒲、小藪、西出、須田、山川、

東村、北出、南野、下尾、前野、西行部、東行部

■下御糸地区＝志貴、田屋、濱田、八木戸、根倉

※採択区域の詳細は、町上下水道課でご確認ください。

※農業集落排水事業（上御糸・下御糸地区）で整備される区域においては、平

成20年４月以降、町の「合併処理浄化槽設

置整備事業補助金」の対象地域外となりま

すので、ご注意ください。

※そのほか詳しくは、町上下水道課（H52・

7120）へお問い合わせください。

明
和
町
は
、
平
成
20
年
９
月
３

日
に
「
町
制
施
行
50
周
年
」
を
迎
え

ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
町
制
50
周
年
を
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
盛
り
上
げ
て
も

ら
お
う
と
「
町
制
50
周
年
み
ん
な
で

楽
し
も
う
補
助
事
業
（
明
和
町
地

域
貢
献
促
進
事
業
）
」
の
対
象
事
業

を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

補
助
事
業
は
、
町
制
50
周
年
に

協
賛
す
る
地
域
の
団
体
な
ど
が
、

自
ら
企
画
・
運
営
す
る
事
業
の
経

費
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

■
補
助
対
象
事
業
の
実
施
期
間

平
成
20
年
６
月
か
ら
平
成
21
年

３
月
ま
で

■
補
助
対
象
事
業

町
全
体
ま
た

は
各
小
学
校
区
を
対
象
と
し

て
、
町
が
定
め
る
次
の
い
ず
れ
か

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
活
動
を
実
施

す
る
事
業

テ
ー
マ
＝
①
地
域
住
民
間
の
交

流
を
活
発
に
す
る
活
動
、
②
集

客
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
活

動
、
③
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
、
④
子
育
て
支
援
・
青
少

年
健
全
育
成
活
動
、
⑤
ま
つ
づ

く
り
へ
の
参
画
意
識
の
醸
成
活
動

※
次
の
活
動
は
補
助
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

①
営
利
を
目
的
と
す
る
活
動
、

②
特
定
の
政
党
・
政
治
団
体
、
宗

教
の
た
め
の
活
動
、
③
特
定
の
会

員
の
み
に
限
ら
れ
る
活
動
、
④

教
室
な
ど
が
行
う
習
い
事
の
お

さ
ら
い
会
な
ど
の
活
動
、
⑤
国
・

県
の
補
助
金
を
受
け
る
活
動

■
補
助
対
象
団
体
な
ど

地
域
住

民
が
組
織
す
る
次
の
要
件
を
満

た
す
５
人
以
上
の
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど

①
町
内
に
所
在
地
お
よ
び
活
動

の
本
拠
を
有
す
る
団
体
、
②
代

表
者
が
明
ら
か
な
団
体
、
③
団

体
の
構
成
員
の
半
数
以
上
が
、

明
和
町
民
で
あ
る
団
体

■
補
助
対
象
経
費

①
活
動
を
行

う
こ
と
に
必
要
な
実
費
（
材
料

費
、
資
料
代
、
通
信
費
、
印
刷
費

な
ど
）
、
②
活
動
に
必
要
な
講
師

や
専
門
家
に
対
す
る
謝
礼
な
ど

■
補
助
申
請
額

事
業
１
件
に
つ

き
３
万
円
以
上
50
万
円
程
度

で
、
町
予
算
の
範
囲
内

今
年
は
町
制
50
周
年

町
制
50
周
年
み
ん
な
で
楽
し
も
う

補
助
事
業
の
募
集

補
助
申
請
は
５
月
12
日
ま
で
に

■
補
助
申
請
方
法

所
定
の
補
助

金
交
付
申
請
書
・
添
付
書
類
を

持
参
ま
た
は
郵
送

■
補
助
申
請
提
出
期
限
・
方
法

５
月
12
日
6
（
郵
送
の
場
合
は
必

着
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
５
１

５
│
０
３
３
２
　
明
和
町
大
字
馬

之
上
９
４
５
　
明
和
町
役
場
政

策
課
政
策
係
（H
52
・
７
１
１
２
、

Ns
e
is
a
k
u
@

t
o
w
n
.m
ie
-
m
e
iw
a
.

lg
.jp

◇
　
　
　
　
　
◇

※
補
助
決
定
審
査
結
果
は
、
６
月

以
降
、
随
時
決
定
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
結
果
は
明
和

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
先
へ
。
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安
全
に
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う

み
ん
な
の
道
路
を
大
切
に

適
正
な
利
用
を

犬を飼われる人へ

飼い主としてのマナーを守りましょう

犬の飼い主のマナーについて、次のような苦情が寄せられています。

犬を飼うときは、近隣や周囲の人に迷惑をかけることなく、楽しく快適にペット

と暮らすためにも、飼い主としてのマナーを守りましょう。

■犬のふんの後始末をしない

■犬を放し飼いにする

■犬の鎖などを外して散歩させる

■犬が、公園や他人の土地・農作物

などを荒らす

※詳しくは、生活環境課環境係（H

52・7117）へ。

※飼えなくなった犬や猫の相談は、松

阪保健所（H0598・50・0529）へ。

町
と
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
例
年
、
９
月
の
敬
老
の
日
に
「
敬

老
福
祉
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
20
年
度
は
、
同
大
会
を

10
月
５
日
5
に
開
催
し
ま
す
。

変
更
は
日
程
の
み
で
、
時
間
と

場
所
は
例
年
ど
お
り
の
予
定
で
す
。

開
催
日
の
変
更
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。詳

し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

町
で
は
、
平
成
20
年
度
の
畜
犬

（
飼
い
犬
）
登
録
と
狂
犬
病
の
集
団

予
防
注
射
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。生

後
３
カ
月
（
91
日
）
以
上
の
畜

犬
は
「
犬
の
一
生
涯
で
１
回
」
の
登

録
と
、
毎
年
１
回
、
狂
犬
病
の
予
防

注
射
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。畜

犬
登
録
は
、
未
登
録
の
場
合

の
み
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
狂
犬
病
の
集
団
予
防
注

射
は
、
獣
医
師
に
よ
る
注
射
を
別

途
受
け
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
必

ず
こ
の
機
会
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
日
程
（
と
き
・
と
こ
ろ
）

▽
４
月
15
日
7

午
前
10
時
～

11
時
30
分
＝
上
御
糸
ふ
れ
あ
い

会
館
、
午
後
１
時
～
２
時
30

分
＝
み
い
と
会
館

▽
４
月
16
日
8

午
前
10
時
～

11
時
30
分
＝
明
星
会
館
、
午
後

１
時
～
２
時
＝
さ
く
ら
会
館

▽
４
月
17
日
9

午
前
10
時
～

11
時
30
分
＝
大
淀
会
館
、
午
後

１
時
～
２
時
＝
金
剛
ケ
丘
中
央

公
園
、
午
後
２
時
30
分
～
４

時
＝
牛
場
公
民
館
　

■
対
象

生
後
３
カ
月
（
91
日
）
以

上
の
犬

■
持
ち
物
な
ど

①
畜
犬
登
録

（
未
登
録
の
人
だ
け
）
＝
手
数
料

３
０
０
０
円
、
②
集
団
予
防
注

射
＝
予
防
注
射
料
３
２
０
０
円
、

問
診
は
が
き
（
登
録
犬
の
み
送
付

済
み
）

※
登
録
手
数
料
・
予
防
注
射
料
は
、

で
き
る
限
り
お
釣
り
が
い
ら
な
い
よ

う
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、
生
活
環
境

課
環
境
係
（
H
52
・
７
１
１
７
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で

町
内
各
所
で
畜
犬
登
録
と

狂
犬
病
の
集
団
予
防
注
射

道
路
は
、
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
・

散
歩
な
ど
、
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
利
用
さ
れ
る
、
わ
た
し
た

ち
み
ん
な
の
大
切
な
生
活
基
盤
で

す
。車

両
の
無
謀
運
転
や
貨
物
な
ど

の
過
積
載
、
ま
た
、
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
、
工
事
・
農
業
用
車
両
か
ら
道
路

に
落
と
さ
れ
る
土
砂
の
塊
な
ど
は
、

大
切
な
道
路
を
傷
つ
け
た
り
、
汚
し

た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
・

自
転
車
を
は
じ
め
、
ほ
か
の
交
通
車

両
な
ど
の
安
全
な
通
行
の
妨
げ
に

も
な
り
ま
す
。

道
路
を
利
用
す
る
す
べ
て
の
人

が
、
安
全
に
気
持
ち
よ
く
利
用
で

き
る
よ
う
、
み
ん
な
の
道
路
を
大
切

に
、
そ
し
て
適
正
な
利
用
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

町
道
の
維
持
管
理
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
建
設
課
（H
52
・
７
１

１
９
）
へ
。

敬
老
福
祉
大
会

平
成
20
年
度
は

10
月
５
日
に
開
催

だ
さ
い
。

昨年の敬老福祉大会

くくららしし
広報めいわ　 ４月号平成20年

(2008年)
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地
域
ふ
れ
愛
推
進
事
業
運
営
委

員
会
で
は
「
小
中
学
生
の
集
い
」
の

参
加
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
を

募
集
し
ま
す
。

町
内
の
小
・
中
学
生
は
、
学
校
で

配
布
さ
れ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
保
護
者
が
各
学
校
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
内

の
小
・
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
な
い

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、
教
育
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
の
申
し
込

み
に
つ
い
て
も
、
同
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、教
育
課
（H
52
・７
１
２

３
、I
52
・７
１
３
３
）へ
。

「
ま
な
び
す
て
～
し
ょ
ん
」
と
は
、

町
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
「
命
・

愛
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
や
講

座
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
総
称
で
す
。

昨
年
度
は
講
座
な
ど
を
３
回
実
施

し
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
よ
り
幅
広
い
視
野
で

企
画
を
立
て
た
い
と
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
企
画
・
運
営
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
「
企
画
運
営
委
員
」
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

■
参
加
資
格

町
内
在
住
・
在
勤

で
20
歳
以
上
の
人

■
応
募
方
法

名
前
・
連
絡
先
住

所
・
電
話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
対
象
と
な
る

講
座
、
教
室
、
講
演
会
、
そ
の
ほ
か

催
し
物
に
つ
い
て
は
「
広
報
め
い
わ
」

で
毎
月
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
各
会

場
で
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
台
紙
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
１
年
間
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（H
55
・
３
０
５
２
）
へ
。

【ふれあいツアーの参加者を募集】

●新名神高速道路を通って滋賀県に　　

行こう！

２月に開通した新名神高速道路を通って、一段と近くなった

滋賀県に出かけます。

■とき 第１回＝５月15日T 第２回＝５月22日T いずれも

午前７時出発、午後７時帰着予定

■ところ 滋賀県彦根市内

■内容 国立印刷局彦根工場で、日本銀行券（紙幣）印刷工

程の見学、彦根城下の自由散策

■定員 各回40人（先着順）

■参加費 3,000円（保険料・昼食代など）

■参加資格 町内在住で20歳以上の人

■申し込み ４月21日Q～25日U 午前９時～午後５時

※各回の参加者が20名に達しない場合は、22日Tのみの開催

とします。申し込み・お問い合わせは、町人権センター]55・

3052）へ。

今月のひとまちふれあい企画

■
町
人
権
セ
ン
タ
ー
の
講
座

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
月
、
手
作

り
教
室
や
体
験
教
室
な
ど
の
講
座

を
開
い
て
い
ま
す
。
随
時
「
広
報
め
い

わ
」
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
「
連
続
人
権
講
座
」
と

し
て
、
年
３
回
の
講
演
会
な
ど
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
よ

る
、
自
主
サ
ー
ク
ル
も
開
か
れ
て
い

ま
す
。

■
町
人
権
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

地
域
交
流
の
場
と
し
て
、
人
権
に

つ
い
て
学
ぶ
場
と
し
て
、
７
月
に
「
夕

涼
み
会
」
、
10
月
に
「
交
流
祭
」
を
開

催
し
ま
す
。

■
町
人
権
セ
ン
タ
ー
の
日
常
業
務

生
活
相
談
員
が
、
各
種
機
関
と

連
携
し
て
生
活
相
談
・
就
職
相
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
貸
し
館
業
務
も
行
っ
て
お

り
、
必
要
に
応
じ
て
各
部
屋
を
利

用
で
き
ま
す
。
（
有
料
）

健
康
管
理
室
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
シ
ン
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
機
な
ど
健
康
器
具
が
備
え
て
あ

り
、
開
館
時
間
内
は
い
つ
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（H
55
・
３
０
５
２
）
へ
。

「ま
な
び
す
て
～
し
ょ
ん
」の

企
画
運
営
委
員
を
募
集

「小
中
学
生
の
集
い
」の
参
加
者
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
を
募
集

ひ
と
・ま
ち
・ふ
れ
あ
い
企
画

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施

４
年
目
を
迎
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
企
画
を
、
本
年
度
も
実
施
し
ま

す
。 ス

、
ま
た
は
直
接
教
育
課
窓
口
で

申
し
込
み

※
申
し
込
み
・
詳
し
く
は
、
教
育
課

（
H
52
・
７
１
２
３
、
I
52
・
７
１
３

３
）へ
。

昨年度のスタンプラリー賞品

町町

人人

権権

セセ
ンン
タタ

ーー

のの
活活

動動

をを
紹紹

介介

町
人
権
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
社
会
の
福
祉
向
上
や
人
権
啓
発
、
住
民

交
流
の
拠
点
と
な
る
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
各
種

講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
日
の
開
館
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
土
曜
・日
曜

日
、
祝
日
は
午
後
９
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

くくららしし
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既
存
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
促
進
を
図
ろ
う
と
、

２
月
25
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
明

和
消
防
署
の
非
番
の
署
員
が
、
自

転
車
で
町
内
の
全
戸
に
チ
ラ
シ
を

配
布
し
ま
し
た

既
存
住
宅
に
は
、
５
月
31
日
ま
で

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
松
阪
広

域
消
防
組
合
管
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト

４月６日～15日は「春の全国交通安全運動」

４月10日は、交通事故死ゼロを目指す日です

春の全国交通安全運動が、４月６日Pから15日R

までの10日間にかけて実施されます。

春は、新入学児童や新社会人はもちろんのこと、

皆さんが期待に胸膨らませて新生活をスタートさせる

季節です。その新生活を充実したものにするために

も「安全第一」を、特に最も身近な「交通安全」につい

て再確認しましょう。みんなで注意して「交通事故の

ない社会」を築きましょう。

■子どものために、家族で自宅周辺の危険な場所の

確認を！！

■高齢者は、信号と横断場

所を守りましょう！！

■車に乗ったら、シートベ

ルト・チャイルドシート

を！！

■自転車に乗るときは、

ルールを守って！！

同
協
会
松
阪
支
会
（
松
阪
市
、

多
気
町
、
大
台
町
、
明
和
町
）
の
代

表
と
し
て
の
出
場
で
、
大
会
は
７
月

19
日
に
、
三
重
県
消
防
学
校
（
鈴

鹿
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

代
表
の
皆
さ
ん
は
、
昨
年
10
月

か
ら
明
和
消
防
署
な
ど
で
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
訓
練
に
励
ん
で
い
ま

す
。町

消
防
団
の
代
表
と
し
て
出
場

さ
れ
る
の
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
写
真
左
か
ら
）
山
崎
貴
也
さ
ん

（
大
淀
）
、
西
岡
　
厚
さ
ん
（
大

淀
）
、
家
城
和
司
さ
ん
（
大
淀
）
、小

山
隆
伯
さ
ん
（
池
村
）
、今
井
洋
介
さ

ん
（
蓑
村
）
、中
山
勝
弘
さ
ん
（
大

淀
）

調
査
で
は
、
設
置
率
は
現
在
約
２

割
弱
。
設
置
期
限
が
迫
る
な
か
、
早

期
に
「
安
心
・
安
全
」を
、
す
べ
て
の
町

民
の
皆
さ
ん
に
確
保
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
交
代
で
自
転
車
で

チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

シリーズ『自分の身は自分で守ろう！』

三
重
県
消
防
協
会
が
主
催
す
る

三
重
県
消
防
操
法
大
会
に
、
明
和

町
消
防
団
が
出
場
し
ま
す
。

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
初
日
の
２
月
25

日
、
明
和
消
防
署
で
出
発
式
が
行

な
わ
れ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
促
進
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
ベ
ス
ト
を
着

用
し
た
消
防
署
員
が
、
勤
務
中
の

署
員
に
見
送
ら
れ
、
町
内
各
所
に

出
向
き
ま
し
た
。

町
消
防
団
の
代
表
で
出
場
す
る
皆
さ
ん

出発を前に、自転車で整列した署員の皆さん

三
重
県
消
防
操
法
大
会

明
和
町
消
防
団
が

代
表
と
し
て
出
場

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
を
呼
び
か
け

明
和
消
防
署
員
が

自
転
車
で
チ
ラ
シ
配
布

くくららしし
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乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
　
保
健
福
祉
ン
タ
ー

【
Ｍ
Ｃ
く
ら
ぶ
】

■
と
き
・
対
象
児

４
月
17
日

9
＝
平
成
17
年
９
月
生
ま
れ
、

５
月
15
日
9
＝
平
成
17
年
10
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
ま

で
に

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【１
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
と
き
・
対
象
児

４
月
11
日

:
＝
平
成
18
年
９
月
生
ま
れ
、

５
月
９
日
:
＝
平
成
18
年
10
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
の
健
康
診
査
】

■
と
き
・
対
象
児

４
月
18
日

:
＝
平
成
16
年
９
月
生
ま
れ
、

５
月
16
日
:
＝
平
成
16
年
10
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

町
児
童
セ
ン
タ
ー

各
教
室
の
受
講
生
募
集

【
図
画
教
室
】

■
と
き

第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午

後
１
時
30
分
～
３
時

■
対
象

小
学
校
１
年
生
～
６
年

生
■
募
集
人
数

20
人

■
参
加
費

１
回
１
０
０
円
（
材
料

費
は
各
自
で
負
担
）

【
就
園
前
幼
児
教
室
】

■
と
き
　
Ａ
＝
第
１
・
第
３
金
曜
日

公
民
館
講
座

受
講
生
を
募
集

町
中
央
公
民
館
で
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、

平
成
20
年
度
の
各
種
講
座
を
開
設

し
、
次
の
と
お
り
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
設
講
座
数

43
講
座
（
う
ち

２
講
座
は
小
・
中
学
生
対
象
）

■
受
講
資
格

町
内
在
住
者
、
在

勤
者
（
３
年
間
、
同
一
の
講
座
を

受
講
さ
れ
た
人
は
、
そ
の
講
座
の

受
講
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

■
受
付
期
間

４
月
１
日
7
～
14

日
6

■
申
し
込
み
料

１
講
座
２
０
０
円

（
各
種
講
座
の
受
講
料
は
無
料
、

材
料
費
な
ど
は
各
自
で
負
担
）

防
衛
省

自
衛
官
の
募
集

【
幹
部
候
補
生
】

■
応
募
資
格

20
歳
以
上
26
歳
未

満
の
人
（
22
歳
未
満
は
大
学
卒

業
見
込
み
を
含
む
。
大
学
院
修

士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満
）

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
と
き
・
対
象
者

４
月
23
日

8
＝
乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま

せ
ん

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

相
談
す
る
人
の
名

前
（
子
ど
も
の
場
合
は
生
年
月

日
）
・
電
話
番
号
を
、
前
日
ま
で

に
福
祉
子
育
て
課
（H
52
・
７
１

１
５
）
ま
で

※
場
所
は
い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、

福
祉
子
育
て
課
（H
52
・
７
１
１
５
）

へ
。

の
午
前
10
時
～
正
午
、
Ｂ
＝
第

２
・
第
４
金
曜
日
の
午
前
10
時
～

正
午

■
対
象

就
園
前
の
幼
児

■
募
集
人
数

Ａ
・
Ｂ
各
12
人

■
参
加
費

無
料

◎
各
教
室
共
通
事
項

■
申
し
込
み

４
月
７
日
6

午

前
９
時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け

（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

※
詳
し
く
は
、
町
児
童
セ
ン
タ
ー

（H
52･

２
５
１
９
）
へ
。

■
申
し
込
み
方
法

各
世
帯
に
配

布
す
る
講
座
募
集
案
内
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
同
時
に
同

好
会
会
員
も
募
集
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
町
中
央
公
民
館
（H

52
・
７
１
３
２
）
へ
。

◎
公
民
館
講
座
の
開
講
式

町
中
央
公
民
館
で
は
、
平
成
20

年
度
公
民
館
講
座
の
開
講
式
を
次

の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

■
と
き

５
月
３
日
;

午
前
９

時
30
分
～
（
受
け
付
け
９
時
15

分
～
）

■
と
こ
ろ

町
中
央
公
民
館
大
集

会
場

■
内
容

開
講
式
＝
午
前
９
時
30

分
～
　
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
＝
午
前

10
時
10
分
～

※
詳
し
く
は
、
町
中
央
公
民
館
（H

52
・
７
１
３
２
）
へ
。

■
受
付
期
限

５
月
12
日
6

■
試
験
日

５
月
17
日
;

【
予
備
自
衛
官
補
】

普
段
は
学
生
や
社
会
人
と
し
て

職
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
所
要
の

教
育
訓
練
を
経
た
後
、
予
備
自
衛

官
と
し
て
任
用
さ
れ
ま
す
。
自
衛

官
未
経
験
者
が
対
象
で
す
。

■
採
用
年
齢

一
般
公
募
＝
18
歳

以
上
34
歳
未
満
の
人
、
技
能
公

募
＝
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技

能
（
医
療
・
語
学
な
ど
）
に
応
じ
て

53
歳
か
ら
55
歳
未
満
の
人

■
受
付
期
限

４
月
14
日
6

■
試
験
日

４
月
19
日
;
・
20
日

5
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

■
合
格
発
表

５
月
23
日
:

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
伊
勢
地
域

事
務
所
（H
23
・
３
８
８
０
）
へ
。
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●町　県　民　税＝×

●固 定 資 産 税＝１期

●軽 自 動 車 税＝×

●国民健康保険税＝１期

●介 護 保 険 料＝１期

※詳しくは、収税対策室（]52・7143）

へお問い合わせください。

納税は忘れず！

４月は下記のとおりです

町観光協会　平成20年度会員を募集
明和町観光協会では、町への観光客誘致を図り、各種観

光事業を推進しています。

同協会では、平成20年度会員を、次のとおり募集します。

■事業内容　①大淀海岸キャンプ場の管理・運営、②斎王

まつり、大淀祇園祭・花火大会などのイベント支援、③斎

王弁当などの販売、④斎宮ガイドボランティアによる観光

案内など

※詳しくは、同協会ホームページ（\h t t p : //me iwa .

s ub . j p /）をご覧ください。

■会費　年額1,000円（正会員）

■申込・問い合わせ先　明和町観光協会（H52・0055）

※会員の人には、５月に開催する「会員交流会」への参加な

どをしていただきます。そのほか、詳しくは同協会へお問い

合わせください。

レ
デ
ィ
ー
ス

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

参
加
チ
ー
ム
を
募
集

明
和
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
で
は
、
次
の
と
お
り
開
催
す
る
第

７
回
明
和
町
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
の
参
加
チ
ー
ム
を

募
集
し
ま
す
。

■
と
き

４
月
20
日
5

午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

町
総
合
体
育
館

■
参
加
資
格

明
和
町
お
よ
び
近

隣
市
町
に
在
住
・
在
勤
者
の
20

歳
以
上
の
女
性
で
編
成
さ
れ
た

チ
ー
ム

平
成
20
年
度

前
期
危
険
物

取
扱
者
試
験

■
試
験
の
種
類

①
乙
種
第
四
類

②
丙
種

■
申
込
期
間

４
月
18
日
:
～
30

日
8(

受
付
締
切
日
の
消
印
有

効)

■
試
験
日

６
月
15
日
5

■
試
験
会
場

三
重
中
京
大
学

(

松
阪
市
久
保
町)

※
申
込
方
法
な
ど
、
そ
の
ほ
か
詳
し

く
は
、
3
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

三
重
県
支
部(

H
０
５
９
・
２
２
６
・
８

９
３
０)

へ
。

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験
の

予
備
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
先
立

ち
、
乙
種
第
四
類
の
予
備
講
習
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

５
月
24
日
;
午
前
９
時

～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

嬉
野
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
２
階
大
会
議
室(

松
阪
市
嬉

野
町
１
４
２
９
番
地
１)

■
定
員

90
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

■
受
講
料

３
８
０
０
円
（
資
料
代

な
ど
）

■
申
込
期
間

４
月
18
日
:
～
５

ト
ー
ア
自
動
車
学
校
の

１
日
開
放

明
和
町
上
村
の
ト
ー
ア
自
動
車

学
校
で
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
（
４
月
６
日
～
15
日
）
の
一
環

と
し
て
、
次
の
と
お
り
学
校
施
設
を

１
日
開
放
し
ま
す
。

交
通
安
全
教
室
な
ど
、
各
種
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
と
き

４
月
６
日
5

午
後
１

時
30
分
～
４
時
（
各
催
し
の
参

加
受
け
付
け
は
午
後
１
時
20
分

～
）

■
内
容

交
通
安
全
教
室
、
模
擬

飲
酒
運
転
体
験
、
高
齢
者
講

習
、
各
種
免
許
取
得
相
談
、
お

楽
し
み
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど

※
詳
し
く
は
、
ト
ー
ア
自
動
車
学

校
総
務
部
（H
52
・
２
１
１
１
）
へ
。

親
と
子
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
を
募
集

松
阪
市
と
松
阪
地
区
歯
科
医
師

会
で
は
「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
参
加
者
を
、
次
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

平
成
19
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
の

間
に
「
３
歳
児
の
健
康
診
査
」
を

受
診
し
た
、
健
康
で
よ
い
歯
を
お

持
ち
の
親
子

■
応
募
先

松
阪
市
歯
科
セ
ン
タ

ー
（H
０
５
９
８
・
26
・
４
７
９
１
、

平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
５

時
）

■
応
募
締
め
切
り

４
月
21
日
6

※
応
募
さ
れ
た
人
に
は
、
歯
の
審

査
日
程
が
別
途
通
知
さ
れ
ま
す
。

※
優
秀
者
は
「
歯
の
健
康
ま
つ
り
２

０
０
８
（
６
月
８
日
5
・
松
阪
市
子
ど

も
支
援
研
究
セ
ン
タ
ー
）
」
で
表
彰

さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は

応
募
先
へ
。

■
募
集
チ
ー
ム
数

48
チ
ー
ム
（
先

着
順
）

■
参
加
費

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

■
申
し
込
み

町
総
合
体
育
館
受

付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
４
月

14
日
6
ま
で
に
事
務
局
（
〒
５
１

５
・
０
３
２
４
　
明
和
町
金
剛
坂

９
２
４
　
森
島
み
ね
子
さ
ん
）
に

郵
送
、
ま
た
は
午
前
８
時
～
午

後
８
時
の
間
に
フ
ァ
ク
ス
（I
52
・

５
７
２
７
）
。
町
総
合
体
育
館
受

付
に
持
参
も
可
。

※
詳
し
く
は
、
森
島
み
ね
子
さ
ん

（H
52
・
５
７
２
７
）
へ
。

月
23
日
:(

土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分)

※
申
込
方
法
な
ど
、
そ
の
ほ
か
詳
し

く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合

消
防
本
部
予
防
課
（
H
０
５
９
８
・

25
・
１
４
１
２
）
へ
。

おお知知ららせせ
広報めいわ　 ４月号平成20年

(2008年)



ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞かせを、

おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 ４月27日P 午後２時～　絵本「なにを

たべてきたの？」「春のうたがきこえる」、紙芝居「おた

まじゃくしの１０１ちゃん」

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【４月の休館日】

７日Q・14日Q・21日Q・28日Q・29日R

●図書館員によるお話し会

４月24日T 午前11時～11時30分　乳幼児と保護者

向けのお話し会。０歳児からでも大丈夫です。

※詳しくは、ふるさと会館（H52・7131）へ。

●古代の香り体験～お香の話と練香づくり～

京都の香老舗から講師を招き、お香の歴史を学んで、

練香（ねりこう）づくりを体験します。香木などの天然香料

を使ったお香です。

■とき ４月29日R 午後１時～３時

■参加費 2,800円

■定員 30名

●機織り体験
～草木染めの糸で作品を織りましょう～

■とき ４月27日P 午前10時～正午、午後１時30分～

３時30分

■内容　麻＝高機（たかはた）を使ってランチョンマット

を織ります。絹＝復元した古代の地機（じばた）で、本

格的な機織り体験します。

■参加費 1,500円

■定員 麻＝午前・午後各４人、絹＝午前・午後各２人

※ただいま、予約受け付け中です。申し込み・お問い合

わせは、いつきのみや歴史体験館（H52・3890）へ。

1188
【明和町ホームページ】
\http://www.town.meiwa.mie.jp

４月
号

今月のお話会・ふるさと会館

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

Ｋ－１とは、新しい形の

キックボクシングのイベント

のことで、テレビなどでご

存知の人も多いと思いま

す。このＫ－１の育成選手

を公募する「Ｋ－１トライア

ウト」に、地元から応募して

合格しました。

キックボクシングは、高

校生のとき、兄と二人で自

己流で始めました。プロ選手を目指していた兄の練習相

手をしていましたが、４年前、アマチュアの大会の決勝で

兄と対戦し、優勝するまでになりました。現在も、総合体育

館など地元で練習を続けています。

兄は現在、地元のスポーツ選手やアーティストなど「地

元のヒーロー」を応援する活動を続け、地域の人たちが楽

しみ、元気になるきっかけになればと、イベントなどを開催

しています。活動を通じて、支えてくれる地元の人たちと

巡り合い、「地方にいても、やればできるんだ」ということ

を、兄とともに実感しています。

育成選手なのでデビューはまだ先ですが、「地元のヒー

ロー」になれるように、がんばっていきます。

「Ｋ－１トライアウト」に合格

田中雄基さん（明星 ）

田
中
雄
基
さ
ん（
右
）と
兄
の
満
さ
ん

今月の心配ごと相談
■とき・内容

７日Q＝午前９時30分～正午、行政・心配ごと　　
相談

21日Q＝午後１時30分～４時、心配ごと相談
■ところ 町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（H 52・
7056）へ。

【明和町Eメールアドレス】
Nsoumu@town.mie-meiwa.lg.jp（総務課）

平
成
20年

（2008年
）

N
o.485


